
新本社開所記念式典開催 
 

当社は、Future Pull の発想のもと今後の中長期的な取組・展望に立ち、「ＥＭＳ事業からの飛躍」及び「自

社ブランドの創出」による持続的な収益確保による長期的安定経営体質の確立を目指すことを目的とし 2016

年 8 月 22 日に本社を新横浜に移転しオペレーションを開始しております。 

 

 2016 年 9 月 23 日(金) は、30 名のご来賓及びパートナー様のご出席を賜り「開所記念式典」を開催。新本

社お披露目と鏡開きを行い、新たな門出を祝いました。当日は新横浜国際ホテルを会場に、冒頭で代表取締

役会長野村より、ケイテック株式会社誕生から現在に至るまでのＭＢＯ経緯、そして、今回名実ともに独立

を果たした経緯などを取り上げこれまでの皆様からのご支援に対する感謝の意を込めた挨拶のあと、ご来賓

を代表し、元ソニー株式会社副社長中村末廣様より、日本全体の電子機器業界が低迷する中、ＤＭＳコンセ

プトを掲げ堅実に事業を推進し本日の本社移転に至ったことに対し、ご祝辞と今後への期待の言葉を頂戴し

ました。続いて代表取締役社長の髙橋から、ご出席の皆様へケイテックの中長期的な取組み、展望など今後

のシナリオや事業展開を説明させて頂き、ご出席の皆様に本社をお披露目させて頂いております。 

第二部祝賀会では、元ソニー㈱副社長中村末廣様、アイキューブド研究所㈱代表取締役近藤哲二郎様、立教

大学経営学部特任教授宮下篤志様にご参加頂いて鏡開きを行ない、宮下篤志様より乾杯のご発声を頂戴しま

した。そして祝賀会で大盛り上がりを見せた『本社移転に至るまでの知られざる秘話』と題したオリジナル

ビデオの放映があり、改めて皆様から今後の期待を込めた盛大な拍手を頂戴し、結びに宮城テクノロジーセ

ンターセンター長である執行役員 福田による一本締めを行い、盛況のうちに閉式となりました。祝宴の席

ではご出席の皆様よりケイテックへの今後の期待など、あらためて励ましのお言葉を頂戴し、心より感謝申

し上げるとともに、身の引き締まる思いになりました。今後、ケイテックはその様な温かい祝福のもと新た

な挑戦に向け果敢に挑んで参ります。ご参列頂いた皆様、そしてこれまでご支援頂きました皆様に心より御

礼申し上げます。 

 

なお、次ページにわたり、第一部開所式・本社見学会・第二部祝賀会の写真を掲載させて頂きました。 

本社開所記念式典が盛大に執り行われたことをご周知いただければ幸いでございます。 

 

～～ 第一部 ～～ 

 
[ 新本社開所記念式典 会場 ]                [ 新本社開所記念式典 ] 

     

 

 

 



                           

[ 会長 野村よりご挨拶 ]                 [ ご来賓 中村 末廣 様 ご祝辞 ] 

    

 

 

 [ 社長 髙橋より 中長期的展望のご説明 ]              [ 本社 見学風景 ] 

      

 

 

～～ 第二部 ～～ 
[  鏡開き ]                  [ ご来賓 宮下 篤志 様 乾杯のご発声 ]  

     

 

 

 

 

 

 

 



[ 祝賀会 風景 ]                    [ 近藤 哲二郎 様 からのスピーチ ] 

     

 

 

[ 辻野 晃一郎 様 からのスピーチ ]             [ 久保寺 忠郎 様 からのスピーチ ] 

     

 

 

[ 山田 順久 様 からのスピーチ ]          [ 名屋 精一 様 からのスピーチ ＆ 中村 末廣 様 ] 

         

 

 

 ＜新本社の概要＞ 

 

所在地：神奈川県横浜市港北区新横浜 3 丁目 19-1  LIVMO ライジングビル 7F 

業務開始：2016 年 8 月 22 日 

設置部門：総務部（人事）、管理部、事業部 

勤務者数：約 30 人 

※なお、宮城の製造拠点は「宮城テクノロジーセンター」と改称しております。 

所在地に変更はありません。 

 



 

[ 本社 : LIVMO ライジングビル 7F ]                      [  7F の本社エントランス ] 

           

 

新本社は神奈川県横浜市のＪＲ新横浜駅近くにあり周辺にはお付き合いのあるパートナーの皆様の拠点

も数多く、取引先の 9 割が関東、中部、関西に集中していることから考えても東海道新幹線をはじめ、交

通の利便性も高い立地となっています。営業面を強化し新規事業の取り組みを強化する一方、今まで培っ

た技術をもとに、これまで取り組んできた研究開発をはじめとした製品の自社ブランド化、ものづくり革

新のための体制構築などさらなる構造改革に取り組んでいき、ＥＭＳの事業態に依存する事なく新たな事

業領域を拡大するための足場固めと致します。更には数年後のＩＰＯを目指して社内体制を強化して参り

ます。今後ともケイテックをよろしくお願い申し上げます。 

 


